
　

党
沖
縄
振
興
調
査
会
（
会
長
・
小
渕
優
子
衆
院
議

員
）
は
新
た
な
沖
縄
振
興
に
向
け
た
提
言
を
取
り
ま
と

め
、
８
月
４
日
、
菅
義
偉
総
理
に
申
し
入
れ
た
。
本
土

復
帰
50
年
を
迎
え
る
令
和
４
年
を
前
に
、
提
言
は
「
令

和
に
つ
な
ぐ
島
人
ぬ
宝
」
と
題
し
、
新
た
な
沖
縄
の
グ

ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
を
描
い
て
い
る
。

　

党
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
対
策
本
部
（
本

部
長
・
下
村
博
文
政
務
調

査
会
長
）
と
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
に
関
す
る
ワ
ク

チ
ン
対
策
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

チ
ー
ム
（
Ｐ
Ｔ
、
座
長
・

鴨
下
一
郎
衆
院
議
員
）
は

８
月
４
日
、
感
染
拡
大
や

ワ
ク
チ
ン
接
種
の
現
状
に

つ
い
て
政
府
か
ら
説
明
を

受
け
た
。

　

８
月
２
日
か
ら
緊
急
事

態
宣
言
の
対
象
地
域
が
追

加
さ
れ
る
な
ど
感
染
が
拡

大
す
る
中
、
約
８
割
が
ワ

ク
チ
ン
２
回
接
種
を
完
了

し
た
65
歳
以
上
の
高
齢
者

は
感
染
者
に
占
め
る
割
合

が
大
き
く
低
下
し
て
お

り
、
今
後
は
若
い
世
代
の

接
種
を
い
か
に
円
滑
に
進

め
て
い
く
か
が
課
題
だ
。

　

政
府
は
、
若
い
世
代
向

け
に
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活
用
し
た

著
名
人
と
の
コ
ラ
ボ
や
デ

マ
対
策
を
進
め
る
考
え
を

表
明
。
出
席
議
員
か
ら

は
、
ワ
ク
チ
ン
の
確
実
な

供
給
を
求
め
る
と
と
も

に
、
「
接
種
会
場
に
来
て

く
れ
る
の
を
待
つ
の
で
は

な
く
、
人
が
集
ま
る
場
所

で
接
種
を
行
う
べ
き
」

「
接
種
の
メ
リ
ッ
ト
を
明

確
に
打
ち
出
す
べ
き
」
な

ど
の
意
見
が
上
が
っ
た
。

　

ま
た
、
緊
急
事
態
宣
言

や
ま
ん
延
防
止
等
重
点
措

置
が
立
て
続
け
に
出
さ
れ

る
中
、
酒
類
提
供
禁
止
や

時
短
営
業
の
影
響
を
受
け

る
飲
食
業
を
中
心
に
深
刻

な
影
響
が
出
て
お
り
、
国

民
の
「
自
粛
疲
れ
」
な
ど

も
指
摘
さ
れ
る
。
こ
う
し

た
点
を
踏
ま
え
、
接
種
率

に
応
じ
て
社
会
経
済
活
動

を
再
開
す
る
た
め
の
見
通

し
や
方
策
を
示
す
べ
き
と

す
る
声
が
相
次
い
だ
。

　

沖
縄
振
興
に
つ
い
て
は

沖
縄
振
興
特
別
措
置
法
に

基
づ
き
、
５
次
に
わ
た
る

振
興
計
画
が
策
定
さ
れ
、

本
土
と
の
格
差
是
正
や

「
強
く
自
立
し
た
沖
縄
」

の
実
現
に
取
り
組
ん
で
き

た
。
沖
縄
経
済
は
復
帰
時

４
４
５
９
億
円
だ
っ
た
県

内
総
生
産
が
平
成
29
年
度

で
４
兆
４
１
４
１
億
円
と

約
10
倍
と
な
る
な
ど
、
成

長
を
遂
げ
て
き
た
。

　

一
方
、
一
人
当
た
り
の

県
民
所
得
は
全
国
平
均
の

７
割
程
度
で
、
子
供
の
貧

困
問
題
や
労
働
生
産
性
の

低
さ
な
ど
、
解
決
す
べ
き

課
題
が
残
さ
れ
て
い
る
。

　

同
調
査
会
で
は
こ
れ
ま

で
県
内
首
長
や
経
済
界
の

関
係
者
な
ど
17
回
34
人
か

ら
意
見
を
聴
取
し
、
課
題

解
決
に
向
け
た
議
論
を
続

け
て
き
た
。

　

提
言
で
は
経
済
の
自
立

化
に
向
け
た
生
産
性
の
向

上
や
、
デ
ジ
タ
ル
化
、
カ

ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
な

ど
菅
政
権
が
取
り
組
む
重

要
施
策
に
沖
縄
県
で
も
積

極
的
に
取
り
組
む
よ
う
求

め
て
い
る
ほ
か
、
中
小
・

中
堅
企
業
へ
の
支
援
や
、

産
業
人
材
の
育
成
・
高
度

化
も
盛
り
込
ん
だ
。
ま

た
、
観
光
業
や
情
報
通
信

産
業
な
ど
、
県
内
経
済
を

け
ん
引
す
る

産
業
へ
の
幅

広
い
支
援

や
、
農
林
水

産
業
の
振
興

も
提
言
し
て

い
る
。

　

提
言
に
向

け
た
議
論
で

同
調
査
会
で

は
教
育
や
人

材
育
成
の
充

実
を
求
め
る

声
が
相
次

ぎ
、
政
府
に

対
し
て
子
供

の
貧
困
対
策

支
援
員
の
質
の
向
上
や
、

ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
応
じ

た
支
援
の
継
続
・
充
実
も

訴
え
て
い
る
。

　

地
理
的
特
性
や
独
自
の

歴
史
に
裏
打
ち
さ
れ
た
固

有
の
文
化
を
持
つ
沖
縄
。

産
業
の
振
興
と
豊
か
な
人

材
の
育
成
に
よ
っ
て
、
沖

縄
は
さ
ま
ざ
ま
な
潜
在
力

が
引
き
出
さ
れ
る
可
能
性

を
秘
め
て
い
る
。
提
言
で

は
「
多
く
の
国
や
地
域
と

交
流
す
る
懸
け
橋
と
な
る

こ
と
は
、
わ
が
国
社
会
に

一
層
の
多
様
性
と
国
際
性

を
与
え
る
と
と
も
に
、
ア

ジ
ア
・
太
平
洋
地
域
の
安

定
に
資
す
る
」
と
の
考
え

を
打
ち
出
し
た
。

　

本
土
復
帰
50
年
を
迎
え

る
沖
縄
県
。
こ
れ
ま
で

数
々
の
先
人
が
沖
縄
振
興

に
力
を
尽
く
し
て
き
た
。

わ
が
党
は
そ
の
伝
統
を
次

世
代
に
つ
な
ぎ
、
新
し
い

沖
縄
振
興
を
国
民
の
理
解

と
共
感
の
下
、
力
強
く
進

め
て
い
く
。

　

任
期
満
了
に
伴
う
総
裁

選
に
向
け
て
、
党
本
部
総

裁
選
挙
管
理
委
員
会
の
初

会
合
が
８
月
３
日
、
開
か

れ
た
。

　

二
階
俊
博
幹
事
長
は
冒

頭
あ
い
さ

つ
で
「
公

平
公
正
な

運
営
が
行

わ
れ
る
よ

う
皆
さ
ま

の
ご
協
力

を
お
願
い

す
る
」
と

述
べ
、
出

席
委
員
に

協
力
を
要

請
し
た
。

　

会
合
で
は
、
出
席
委
員

の
互
選
に
よ
り
野
田
毅
衆

院
議
員
が
総
裁
選
挙
管
理

委
員
長
に
就
任
。
野
田
委

員
長
は
「
委
員
長
と
し
て

総
裁
選
が
公
平
公
正
に
行

わ
れ
る
よ
う
努
め
る
」
と

抱
負
を
語
っ
た
。
ま
た
、

同
委
員
長
代
理
に
は
野
田

委
員
長
の
指
名
に
よ
り
逢

沢
一
郎
衆
院
議
員
が
就
い

た
。

　

総
裁
選
の
施
行
期
日
に

つ
い
て
は
、
今
後
、
同
委

員
会
で
協
議
し
、
総
務
会

に
諮
ら
れ
る
予
定
だ
。

「若い世代の接種が重要」と述べる下村博文本部長

就任に伴いあいさつする野田毅
党本部総裁選挙管理委員長

菅義偉総理（中央）に提言を申し入れる小渕優子党沖
縄振興調査会長（左３人目）ら同調査会のメンバー

令
和
に
つ
な
ぐ
島
人
ぬ
宝総

裁
選
管
が
初
会
合

高齢者の感染割合が大幅減
若い世代の接種促進など議論

接
種
進
め
経
済
活
動
再
開
を

教育・人材育成を充実

沖
縄
振
興
調
査
会
が
提
言

野
田
毅
衆
院
議
員
を
委
員
長
に
互
選
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